
巴
里
の
オ
ペ
ラ
事
情
（一
）  
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文
語
日
誌
（平
成
二
十
五
年
二
月
九
日
） 

（注
記
）飽
く
ま
で
も
二
十
年
前
（
平
成
五
年
）
の
手
記
を
も
と
に
し
て
、
そ
の
文
語
化
を
試
み
た
る
も
の

な
れ
ば
、
最
新
情
報
に
は
非
ざ
る
點
、
留
意
せ
ら
れ
た
し
。 

 

一 

Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ａ 

Ｄ
Ｅ 
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｓ 

Ｇ
Ａ
Ｒ
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｒ
（パ
リ
オ
ペ
ラ
座
・ガ
ル
ニ
エ
） 

現
在
の
劇
場
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
の
命
に
よ
り
て
シ
ャ
ル
ル
・
ガ
ル
ニ
エ
（
一
八
二
五
―
九
八
）
の
設
計
し
た
る

も
の
な
り
。
一
八
七
五
年
一
月
五
日
に
ア
レ
ヴ
ィ
作
曲
の
「
ユ
ダ
ヤ
の
女
」
に
て
開
場
せ
ら
れ
た
り
。
第
二

次
大
戰
に
て
戰
災
を
蒙
り
た
る
他
都
市
の
有
名
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
（ミ
ラ
ノ
の
ス
カ
ラ
座
、
ウ
ィ
ー
ン
國
立
歌
劇

場
等
）に
比
ぶ
れ
ば
、
古
き
良
き
時
代
の
建
築
・調
度
品
そ
の
ま
ま
に
繼
承
、
保
存
せ
ら
れ
、
壓
倒
的
な
る

美
し
さ
を
誇
れ
り
。
そ
の
豪
華
さ
は
、
世
界
一
と
謳
は
る
る
こ
と
も
多
し
。
天
井
を
見
上
ぐ
れ
ば
、
シ
ャ
ガ

ー
ル
の
繪
畫
「
夢
と
花
束
」
、
あ
な
麗
し
。
バ
ス
テ
ィ
ー
ユ
の
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
完
成
し
て
後
、
ガ
ル
ニ
エ
は
原
則
と

し
て
バ
レ
エ
專
門
の
劇
場
と
相
な
れ
り
。
オ
ペ
ラ
公
演
、
一
シ
ー
ズ
ン
に
一
演
目
程
度
に
留
ま
る
こ
と
と
な
り

た
る
は
誠
に
口
惜
し
き
こ
と
な
り
。
座
席
數
は
一
九
九
一
。 

 

シ
ー
ズ
ン
九
一
・九
二
年 

一
九
九
二
年
は
ロ
ッ
シ
ー
ニ
生
誕
二
百
年
を
記
念
し
、
六
月
に
ガ
ル
ニ
エ
に
て
「セ
ヴ
ィ
リ
ア
の
理
髮
師
」の
特

別
公
演
あ
り
た
り
。
小
生
、
仕
事
の
爲
行
く
こ
と
能
は
ず
、
折
角
の
切
符
を
無
駄
に
せ
り
。 

 

シ
ー
ズ
ン
九
二
・九
三
年 

Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
Ｏ
（カ
プ
リ
ッ
チ
オ
）（九
三
年
三
月
） 

リ
ヒ
ア
ル
ト
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
晩
年
の
名
作
、
「
カ
プ
リ
ッ
チ
オ
」
は
、
こ
の
劇
場
に
相
應
し
き
玄
人
好
み
の
作

品
な
り
。
精
妙
な
る
室
内
樂
的
響
き
、
劇
場
と
調
和
し
た
り
。 

主
役
の
ソ
プ
ラ
ノ
、
フ
ェ
リ
シ
テ
ィ
・
ロ
ッ
ト
は
英
國
人
ら
し
く
演
技
力
あ
り
。
フ
ラ
マ
ン
役
と
オ
リ
ヴ
ィ
エ
役

に
は
ド
イ
ツ
人
歌
手
を
配
し
手
堅
き
印
象
。
ラ
ロ
ッ
シ
ュ
役
は
往
年
の
名
歌
手
テ
オ
・ア
ダ
ム
な
り
。
一
九
八

五
年
に
東
獨
ド
レ
ス
デ
ン
の
ゼ
ン
パ
ー
劇
場
に
て
薔
薇
の
騎
士
の
オ
ッ
ク
ス
男
爵
役
を
見
て
以
來
に
て
、
流

石
に
存
在
感
、
他
を
壓
せ
り
。 

巴
里
に
て
見
た
る
あ
ら
ゆ
る
オ
ペ
ラ
中
に
て
も
、
就
中
傑
出
し
た
る
出
來
榮
え
な
り
き
。 

な
ほ
、
初
日
に
あ
り
し
フ
ラ
ン
ス
語
字
幕
、
次
の
囘
に
は
無
く
な
れ
り
。 

 

二 

Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ａ 

Ｄ
Ｅ 

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｓ 

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
（パ
リ
オ
ペ
ラ
座
・バ
ス
テ
ィ
ー
ユ
） 

バ
ス
テ
ィ
ー
ユ
の
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
、
設
計
は
極
め
て
斬
新
に
て
、
ウ
ル
グ
ア
イ
出
身
の
カ
ナ
ダ
人
カ
ル
ロ
ス
・
オ
ッ

ト
氏
、
七
八
七
名
の
應
募
者
よ
り
選
ば
れ
た
り
。 

一
九
八
九
年
、
佛
蘭
西
革
命
二
百
周
年
を
記
念
し
て
、
七
月
の
ガ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
（ミ
ッ
テ
ラ
ン
大
統
領
、

各
國
首
腦
を
招
待
す
。
）に
て
開
場
す
。
オ
ペ
ラ
開
幕
は
、
一
九
九
〇
年
三
月
の
「ト
ロ
イ
人
」な
り
き
。 

バ
ス
テ
ィ
ー
ユ
の
總
監
督
は
、
韓
國
人
の
チ
ョ
ン
ミ
ュ
ン
フ
ン
（
一
九
五
三
年
生
、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
コ
ン
ク
ー



ル
ピ
ア
ノ
部
門
第
二
位
、
ジ
ュ
リ
ア
ー
ド
音
樂
院
出
身
）に
て
、
彼
の
姉
二
人
は
チ
ェ
リ
ス
ト
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ

ス
ト
と
し
て
有
名
。
（シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
劇
場
に
て
の
チ
ョ
ン
・ト
リ
オ
の
室
内
樂
演
奏
會
、
記
憶
に
殘
れ
り
。
） 

當
初
の
總
監
督
は
バ
レ
ン
ボ
イ
ム
な
れ
ど
、
大
衆
化
路
線
の
社
會
黨
政
權
な
る
故
も
あ
ら
む
や
、
ギ
ャ
ラ
の

高
過
ぐ
る
こ
と
問
題
と
せ
ら
れ
、
遂
に
辭
任
の
已
む
無
き
に
至
り
、
こ
の
餘
波
を
ば
受
け
、
出
演
歌
手
も

一
流
半
程
度
、
主
流
を
占
む
る
に
至
る
。 

劇
場
は
廣
す
ぎ
、
二
階
バ
ル
コ
ン
の
天
邊
よ
り
舞
臺
を
見
下
ろ
せ
ば
、
豆
粒
の
如
し
。
經
驗
的
に
言
は
ば
、

パ
ル
テ
レ
（平
土
間
）の
前
半
分
、
臨
場
感
あ
り
て
推
獎
に
價
す
。
音
響
は
總
じ
て
良
け
れ
ど
、
座
席
の
上
が

上
階
の
觀
客
席
と
な
れ
る
軒
下
箇
所
は
避
く
べ
し
。
（字
幕
の
見
え
ぬ
席
も
有
り
。
） 

座
席
案
内
人
よ
り
當
日
の
出
演
者
リ
ス
ト
の
印
刷
物
を
貰
ふ
こ
と
、
忘
る
べ
か
ら
ず
。 

バ
ス
テ
ィ
ー
ユ
の
オ
ペ
ラ
に
は
幕
間
に
寛
ぐ
こ
と
可
能
な
る
フ
ォ
ワ
イ
エ
的
空
間
無
し
。
さ
れ
ば
、
休
憩
時
間

に
は
、
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｉ
Ｅ
（出
口
）カ
ー
ド
を
貰
ひ
て
外
に
出
る
こ
と
も
一
案
。
行
き
つ
け
の
ク
ス
ク
ス
屋
な
ら
ば
、

二
十
分
に
て
も
空
腹
を
滿
た
す
こ
と
を
得
。
（ク
ス
ク
ス
・
ブ
フ
（
牛
肉
）
３
３
フ
ラ
ン
）
お
客
を
伴
ふ
際
は
隣

の
レ
ス
ト
ラ
ン
、
グ
ラ
ン
・マ
ル
シ
ェ
が
お
す
す
め
な
り
。
幕
間
の
サ
ー
ビ
ス
に
慣
れ
、
テ
キ
パ
キ
し
て
居
る
樣
子
、

心
地
良
く
、
冬
場
な
ら
ば
牡
蠣
數
個
と
オ
マ
ー
ル
の
グ
ラ
タ
ン
あ
た
り
、
或
は
タ
ル
タ
ル
ス
テ
ー
キ
も
美
味

な
り
。
座
席
數
は
二
七
一
六
席
。 

 

シ
ー
ズ
ン
九
〇
・九
一
年 

Ｒ
Ｅ
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｌ 

Ｌ
Ｕ
Ｄ
Ｗ
Ｉ
Ｇ
（九
〇
年
一
一
月
） 

初
め
て
バ
ス
テ
ィ
ー
ユ
の
オ
ペ
ラ
座
に
足
踏
み
入
れ
た
る
は
、
獨
逸
の
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
、
ク
リ
ス
タ
・
ル
ー
ト
ヴ

ィ
ッ
ヒ
の
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
「冬
の
旅
」の
全
曲
演
奏
な
り
き
。
劇
場
は
、
螢
光
燈
の
み
に
て
殺
風
景
と
の
第
一
印

象
な
り
。
席
は
第
二
バ
ル
コ
ン
の
三
列
目
に
て
全
く
臨
場
感
無
く
、
恰
も
遠
く
よ
り
テ
レ
ビ
畫
像
を
見
る
が

如
し
。
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ッ
ヒ
は
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
駐
在
時
に
王
立
歌
劇
場
に
て
聽
き
た
る
と
き
に
比
べ
稍
衰
へ

た
る
と
は
雖
も
、
凄
味
の
あ
る
「
冬
の
旅
」
な
り
き
。
特
に
ス
ロ
ー
テ
ン
ポ
の
第
十
一
曲
「
春
の
夢
」
、
印
象
に

殘
れ
り
。
當
然
の
こ
と
乍
ら
、
獨
逸
語
は
美
し
く
、
オ
ペ
ラ
的
迫
力
に
も
缺
く
る
處
無
し
。 

 

＊
小
生
の
「
冬
の
旅
」
全
曲
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
Ｃ
Ｄ
及
び
Ｌ
Ｐ
）
七
一
種
類
（
當
時
）
の
う
ち
、
女
聲
に
よ
る

も
の
は
、
レ
ー
マ
ン
、
マ
ー
シ
ャ
ル
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ッ
ヒ
、
フ
ァ
ス
ベ
ン
ダ
ー
、
白
井
光
子
の
五
種
の
み
な
り
。 

 

Ｒ
Ｅ
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｌ 

Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｒ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
Ｉ
（九
〇
年
一
二
月
） 

伊
太
利
の
ソ
プ
ラ
ノ
、
カ
ー
テ
ィ
ア
・
リ
ッ
チ
ャ
レ
ッ
リ
の
リ
サ
イ
タ
ル
な
り
。
第
一
部
は
單
な
る
發
聲
練
習

に
過
ぎ
ず
。
樂
譜
を
見
つ
つ
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
、
ヘン
デ
ル
、
グ
ル
ッ
ク
の
有
名
な
ら
ざ
る
曲
ば
か
り
を
歌
ふ
。

音
は
不
安
定
に
し
て
上
り
切
ら
ず
、
調
子
惡
し
き
か
と
訝
し
く
思
ふ
。
第
二
部
に
入
り
、
尻
上
が
り
に
良

く
な
り
、
ケ
ル
ビ
ー
ニ
の
「
メ
デ
ア
」、
ロ
ッ
シ
ー
ニ
の
「
タ
ン
ク
レ
ー
デ
ィ
」
、
そ
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
變
更
し
て
の

マ
ス
ネ
ー
の
「
ル
シ
ッ
ド
」
の
ア
リ
ア
を
立
派
に
歌
ひ
上
ぐ
。
本
領
を
發
揮
し
た
る
は
、
ア
ン
コ
ー
ル
に
入
り
て

の
後
に
て
、
オ
ペ
ラ
・ア
リ
ア
三
曲
（リ
ュ
ー
、
ワ
リ
ー
、
ア
ド
リ
ア
―
ナ
）を
含
み
勿
忘
草
、
タ
ラ
ン
テ
ラ
な
ど

合
計
９
曲
を
觀
客
の
反
應
に
合
は
せ
て
熱
唱
し
た
り
。
觀
客
の
大
い
に
沸
き
た
る
こ
と
、
言
ふ
ま
で
も
無

し
。 


